
(57)【要約】

【課題】既存の階段室型集合住宅で、エレベーターを新

設して車椅子での出入りを可能とするバリアフリー化改

修工事において、居住を継続したまま階段室の改修工事

を実施できる構造を提供する。

【解決手段】本発明の構造は、増設階段１２、新設エレ

ベーター１３、および、既存階段の一部１１ｂを置き替

え、玄関前室１０とエレベーター前室２０を往来するた

めの段差のないスラブ（バリアフリーデッキ）１４より

構成され、玄関と同じ高さに構築したエレベーター前室

を接続する階段を増設し、踊り場の外側の手すり１５を

除去し、踊り場と増設階段を通行可能にして、建物の昇

降を階段とエレベーターの２通りの使用が可能とする。

次に、バリアフリーデッキで玄関前とエレベーター前を

通行可能に接続し、車椅子が段差なしで玄関へアプロー

チできる構造とした施工順序により、車椅子の使用が可

能になるように、居住を継続したまま階段室をバリアフ

リー化する。

【選択図】

図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ レ ベ ー タ ー の な い 既 存 階 段 型 集 合 住 宅 の 、 車 椅 子 の 使 用 が 可 能 と な る バ リ ア フ リ ー 化 施
工 方 法 で あ っ て 、 既 存 階 段 室 の 使 用 を 中 断 せ ず に 階 段 室 の 近 傍 に 増 設 階 段 お よ び 玄 関 前 の
床 と 同 じ 高 さ の 前 室 を 有 す る エ レ ベ ー タ ー を 設 置 し 、 階 段 室 の 生 活 動 線 を 新 設 の エ レ ベ ー
タ ー と 増 設 階 段 に 切 り 替 え る こ と に よ り 生 活 動 線 を 確 保 し た ま ま 工 事 を 継 続 し 、 そ の 後 に
、 エ レ ベ ー タ ー 前 室 と 玄 関 を 接 続 す る 段 差 の な い バ リ ア フ リ ー デ ッ キ を 設 置 し て エ レ ベ ー
タ ー と 各 住 戸 の 入 り 口 の 間 を バ リ ア フ リ ー 化 し 、 階 段 の 一 部 を 除 去 し て バ リ ア フ リ ー デ ッ
キ を 使 用 可 能 と す る こ と に よ り 、 動 線 を 遮 断 す る こ と な く 階 段 室 型 集 合 住 宅 の バ リ ア フ リ
ー 化 改 修 工 事 を 行 う た め の 施 工 順 序 を 特 徴 と す る 構 造 お よ び 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 増 設 階 段 、 新 設 エ レ ベ ー タ ー 、 お よ び バ リ ア フ リ ー デ ッ キ を 用 い て エ レ ベ ー タ
ー の な い 既 存 階 段 室 型 集 合 住 宅 を 、 車 椅 子 の 使 用 が 可 能 な バ リ ア フ リ ー 化 す る た め に 、 居
住 者 が 建 物 を 使 用 し な が ら 改 修 工 事 を お こ な う 施 工 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 方 法 で は 、 工 事 は 、 各 住 戸 の 玄 関 前 の 床 の 高 さ に 前 室 の あ る エ レ ベ ー タ ー を 新 設 し
、 階 段 室 を 改 修 し て エ レ ベ ー タ ー 出 入 り 口 と 各 戸 の 玄 関 の 間 に 段 差 の な い 通 路 を 新 設 し な
け れ ば な ら な い 。 そ の た め に は 階 段 を 撤 去 し て 全 く 新 し く 作 り 変 え る 必 要 が あ る 。 工 事 期
間 中 、 階 段 室 は 長 期 間 に 亘 り 使 用 不 可 能 と な る の で 居 住 者 は 居 住 を 継 続 す る こ と が で き ず
、 一 時 的 に 引 越 し を し な け れ ば な ら な い と い う 欠 点 が あ る 。 さ ら に 引 越 し を す る と 、 引 越
し 費 や 仮 住 ま い の 家 賃 が 必 要 と な る と い う 経 済 的 な 負 担 を 追 う と い う 欠 点 が あ る 。
一 方 、 居 住 者 が 生 活 を 継 続 し た ま ま 改 修 工 事 を 行 う た め に は 、 階 段 室 と 反 対 側 の 外 壁 面 に
エ レ ベ ー タ ー を 新 設 し 、 接 す る 居 室 を 改 造 し て 出 入 り 口 を 新 た に 設 置 す る 方 法 が 採 用 さ れ
て い る 。 こ の 方 法 で は 居 室 の 一 部 を 取 り 壊 し て 改 造 す る た め に 該 当 す る 部 分 の 居 室 が 使 用
で き な く な り 、 現 実 に は 風 呂 や 便 所 が 該 当 改 修 部 分 に あ た る 場 合 が 多 く 、 居 室 外 の 風 呂 や
便 所 を 借 用 し な け れ ば な ら い と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 課 題 は 、 居 住 者 の 存 在 す る エ レ ベ ー タ ー の な い 階 段 室 型 共 同 住 宅 に お い て 、 生 活
の パ タ ー ン を 変 化 さ せ る こ と な く 階 段 室 の 生 活 動 線 を 確 保 し つ つ 、 エ レ ベ ー タ ー 新 設 に よ
り 車 椅 子 を 使 用 す る こ と が で き る バ リ ア フ リ ー 化 を 可 能 と
す る 施 工 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
ま ず 、 新 規 エ レ ベ ー タ ー と 増 設 階 段 を 設 置 す る 。 設 置 工 事 で は 、 既 存 階 段 室 に は 手 を 加 え
ず 従 前 の ま ま 使 用 で き る 状 態 を 維 持 す る 独 立 し た 工 事 と す る 。 増 設 階 段 は 踊 り 場 か ら エ レ
ベ ー タ ー 前 室 へ の 動 線 を 確 保 す る た め の 階 段 で あ る 。 エ レ ベ ー タ ー 前 室 の 床 の 高 さ は 各 住
戸 の 玄 関 前 の 床 の 高 さ と 同 じ と す る 。
新 規 エ レ ベ ー タ ー と 増 設 階 段 が 完 成 し た 後 に 、 既 存 階 段 室 踊 り 場 の 外 側 の 手 摺 ま た は 腰 壁
を 除 去 し 、 踊 り 場 と 増 設 階 段 を 通 行 可 能 と し て 各 住 戸 の 玄 関 と エ レ ベ ー タ ー の 往 来 を 可 能
と す る 。 こ こ で 既 存 階 段 室 の 踊 り 場 の 半 分 を 遮 断 し 踊 り 場 か ら 上 部 へ 上 が る 階 段 の 使 用 を
停 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
次 に エ レ ベ ー タ ー の 前 室 と 各 住 戸 の 玄 関 前 を バ リ ア フ リ ー デ ッ キ で 段 差 や 傾 斜 が な い よ う
に 接 続 す る 。 こ の デ ッ キ は 使 用 を 停 止 し た 階 段 の 上 部 に 設 置 す る 。 バ リ ア フ リ ー デ ッ キ の
上 の 階 段 は 踊 り 場 か ら 各 住 戸 の 玄 関 へ 上 が る 階 段 が あ る の で バ リ ア フ リ ー デ ッ キ 上 の 天 井
の 高 さ が 低 い が 、 使 用 を 禁 止 し て お り 工 事 の 際 の 安 全 性 は 確 保 さ れ て い る 。
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次 に バ リ ア フ リ ー デ ッ キ の 上 下 の 踊 り 場 お よ び 階 段 を 除 去 し て バ リ ア フ リ ー デ ッ キ の 上 部
の 空 間 の 高 さ を 確 保 し バ リ ア フ リ ー デ ッ キ を 使 用 で き る 状 態 に す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
最 後 に １ 階 の 住 戸 の 玄 関 と 地 面 を つ な ぐ 傾 斜 路 を 設 置 し て 工 事 は 終 了 す る 。
増 設 階 段 室 お よ び エ レ ベ ー タ ー シ ャ フ ト の 構 造 は 、 場 所 打 ち 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 、 プ レ キ
ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 造 、 鉄 骨 造 ま た は 木 造 、 お よ び こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ っ て も い ず れ
で も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 典 型 的 な 階 段 室 型 集 合 住 宅 に お い て 、 本 発 明 の 施 工 順 序 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基
づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 既 存 建 物 の 階 段 室 部 分 の 現 状 の 断 面 図 で 、 各 階 住 戸 の 玄 関 １ ８ ｂ に 到 達 す る た め に
は 既 存 階 段 １ １ ａ 、 １ １ ｂ を 上 ら ね ば な ら ず 、 車 椅 子 で は 上 が る の は 困 難 で あ る 。 こ の よ
う な 階 段 室 型 集 合 住 宅 に お い て 、 工 事 期 間 中 も 最 上 階 ま で の 生 活 動 線 を 途 絶 す る こ と な く
バ リ ア フ リ ー 化 す る 構 造 お よ び 改 修 工 事 の 施 工 順 序 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ２ は 図 １ に 新 設 エ レ ベ ー タ ー シ ャ フ ト １ ３ ａ と 増 設 階 段 １ ２ を 設 け た も の で 、 新 設 エ レ
ベ ー タ ー １ ３ と 増 設 階 段 １ ２ は 既 存 建 物 と は ５ ～ １ ０ ｃ ｍ 程 度 距 離 を あ け て 、 既 存 建 物 に
は 影 響 を 与 え な い よ う に 設 置 す る 。 こ の と き 既 存 階 段 １ １ は 使 用 可 能 な 状 態 で あ る 。 図 ３
は そ の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ４ は 既 存 階 段 １ １ ａ 、 １ １ ｂ の 踊 り 場 外 側 の 手 す り １ ５ を 撤 去 し て 、 エ レ ベ ー タ ー 前 室
２ ０ と 既 存 階 段 １ ６ の 間 の 往 来 を 可 能 と し 、 既 存 階 段 １ １ が 使 用 可 能 な 状 態 で 、 エ レ ベ ー
タ ー １ ３ ｂ を 使 用 す る こ と が 可 能 な 状 態 を 示 す 。 バ リ ア フ リ ー デ ッ キ １ ４ を 設 置 す る と 踊
り 場 か ら 上 に 上 が る 階 段 が 使 用 で き な く な る の で 、 踊 り 場 に 手 す り １ ７ を 設 け て 当 該 階 段
の 使 用 を 停 止 し て 生 活 動 線 の 切 り 替 え を 行 う 。 生 活 動 線 の 切 り 替 え に よ り 、 居 住 者 は エ レ
ベ ー タ ー １ ３ ｂ を 使 用 し て 高 さ 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ５ は バ リ ア フ リ ー デ ッ キ １ ４ を 設 置 し 、 図 ４ の 踊 り 場 の 一 部 １ ６ ｂ お よ び 踊 り 場 か ら 上
に 上 が る 階 段 部 分 １ １ ｂ を 除 去 し た も の で 、 バ リ ア フ リ ー デ ッ キ １ ４ を 使 用 す る の に 障 害
と な る 踊 り 場 の 一 部 １ ６ ｂ お よ び 踊 り 場 か ら 上 に 上 が る 階 段 部 分 １ １ ｂ を 除 去 し た の で バ
リ ア フ リ ー デ ッ キ １ ４ が 使 用 可 能 と な る 。 こ の 時 点 で ２ 階 よ り 上 階 の バ リ ア フ リ ー 化 が 完
了 し て お り 、 車 椅 子 を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ６ は そ の 平 面 図 で あ る 。 １ 階 の バ リ ア フ リ ー 化 の た め に 地 面 と １ 階 玄 関 の 高 さ の 差 を 斜
路 ２ １ に よ り 接 合 す る 。 こ れ に よ り １ 階 も 車 椅 子 を 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 図 ７ は 図
６ 中 の Ａ － Ａ 断 面 図 で 、 １ 階 の 階 段 を ス ロ ー プ に し て バ リ ア フ リ ー 化 し 、 車 椅 子 の 使 用 を
可 能 に し た も の で あ る 。
図 ８ は 図 ６ 中 の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で 、 各 階 か ら 上 階 の エ レ ベ ー タ ー 室 へ 階 段 を 使 用 し て 移 動 で
き る こ と を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ９ は 施 工 後 の 建 物 全 体 の 平 面 図 で あ る 。 階 段 室 が ２ 箇 所 以 上 あ る 場 合 で も 通 路 １ ９ に よ
り 同 一 高 さ で 階 段 室 を 連 絡 す る こ と に よ り エ レ ベ ー タ ー １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ か ら 離 れ て い る 階
段 室 で も 車 椅 子 を 使 用 し て エ レ ベ ー タ ー １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ ０ は 玄 関 前 と バ リ ア フ リ ー デ ッ キ １ ４ の 接 合 部 を 示 し た も の で あ る 。 １ ４ は 玄 関 前 室
か ら １ 段 下 が っ た 階 段 の 上 に 高 さ 調 整 治 具 ５ ０ に よ り 調 整 し て 設 置 し 、 あ と 施 工 ア ン カ ー
ナ ッ ト ５ １ に ボ ル ト ５ ５ で 緊 結 す る 。 図 １ １ は 図 １ ０ 中 の Ｃ － Ｃ 断 面 で 、 １ ４ の 構 造 の 一
例 を 示 す 。 図 １ ２ は １ ４ と ２ ０ の 接 合 部 詳 細 図 で あ る 。 １ ４ は 階 段 室 の 梁 ３ ８ の 上 に 設 置
し 、 ボ ル ト ナ ッ ト ６ ０ で ３ ８ に 緊 結 す る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ る 改 修 工 事 の 施 工 方 法 で は 、 す べ て の 工 事 段 階 に お い て 居 住 者 の 生 活 行 動 を 妨
げ る こ と な く 工 事 を 進 め る こ と が で き 、 工 事 終 了 後 は 各 階 住 戸 へ の 往 来 が バ リ ア フ リ ー と
な り 、 車 椅 子 に よ っ て も 往 来 可 能 と な る 。 各 工 事 段 階 の 状 態 は 以 下 の 通 り で あ る 。
新 設 エ レ ベ ー タ ー と 増 設 階 段 の 設 置 工 事 期 間 中 は 、 新 設 エ レ ベ ー タ ー と 増 設 階 段 は 既 存 階
段 の 使 用 に 影 響 な く 設 置 さ れ る の で 、 既 存 階 段 は 工 事 前 と 同 じ よ う に 使 用 で き る 。
既 存 階 段 を 一 部 撤 去 す る 工 事 の 期 間 は 、 生 活 動 線 の 切 り 替 え に よ り エ レ ベ ー タ ー を 使 用 す
る こ と が で き る の で 、 ２ 階 よ り 上 の 階 へ の 往 来 を 妨 げ る こ と な く 工 事 を 実 施 す る こ と が で
き る 。 し た が っ て 工 事 期 間 中 に 居 住 人 の 生 活 行 動 が 制 限 さ れ る こ と は な い 。
改 修 工 事 の 終 了 後 は 、 各 階 住 戸 の 玄 関 と 同 じ 高 さ に 設 置 し た エ レ ベ ー タ ー と 玄 関 を バ リ ア
フ リ ー デ ッ キ で 接 続 す る こ と に よ り 、 こ れ ま で 車 椅 子 を 使 用 す る こ と が で き な か っ た 集 合
住 宅 で 車 椅 子 の 使 用 が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 対 象 と な る 既 存 建 物 の 階 段 室 の 現 状 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 施 工 途 中 の 状 態 で 図 １ に 新 設 エ レ ベ ー タ ー と 増 設 階 段 を 設 け た 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 既 存 階 段 の 外 側 の 手 す り を 撤 去 し て 踊 り 場 と 既 存 階 段 間 の 往 来 を 可 能
と し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 状 態 に バ リ ア フ リ ー デ ッ キ を 設 置 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 施 工 後 の ２ 階 か ら ４ 階 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ 中 の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ 中 の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 改 修 後 の 建 物 全 体 の ２ 階 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ の Ｄ 部 （ 玄 関 前 と バ リ ア フ リ ー デ ッ キ の 接 合 部 ） 詳 細 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ の Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ７ の Ｅ 部 （ エ レ ベ ー タ ー 前 室 と バ リ ア フ リ ー デ ッ キ の 接 合 部 ） 詳 細 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 住 戸 の 玄 関 前 室
１ １ 　 既 存 階 段
１ １ ａ 　 残 さ れ る 既 存 階 段
１ １ ｂ 　 撤 去 さ れ る 既 存 階 段
１ ２ 　 増 設 階 段
１ ３ 　 新 設 エ レ ベ ー タ ー 全 体
１ ３ ａ 　 エ レ ベ ー タ ー シ ャ フ ト
１ ３ ｂ 　 エ レ ベ ー タ ー 籠
１ ４ 　 バ リ ア フ リ ー デ ッ キ
１ ５ 　 既 存 階 段 踊 り 場 の 外 側 の 手 す り
１ ６ 　 既 存 階 段 の 踊 り 場
１ ６ ａ 　 残 さ れ る 既 存 階 段 室 の 踊 り 場
１ ６ ｂ 　 撤 去 さ れ る 既 存 階 段 室 の 踊 り 場
１ ７ 　 踊 り 場 に 設 け る 新 設 の 手 す り
１ ８ 　 各 階 住 戸 の 玄 関
１ ８ ａ 　 １ 階 の 各 階 住 戸 の 玄 関
１ ８ ｂ 　 ２ 階 以 上 の 各 階 住 戸 の 玄 関
１ ９ 　 階 段 室 と 階 段 室 を 同 一 高 さ で 連 絡 す る 通 路
２ ０ 　 エ レ ベ ー タ ー 前 室
２ １ 　 地 面 と １ 階 玄 関 の 高 さ の 差 を つ な ぐ 斜 路
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２ ２ 　 エ レ ベ ー タ ー シ ャ フ ト と エ レ ベ ー タ ー 前 室 の 隙 間 を つ な ぐ 板
２ ３ 　 踊 り 場 と 増 設 階 段 の 隙 間 を つ な ぐ ブ ロ ッ ク
３ ０ 　 階 段 室 の 柱
３ １ 　 渡 り 廊 下 の 柱
３ ２ 　 階 段 室 と 渡 り 廊 下 の エ キ ス パ ン シ ョ ン ジ ョ イ ン ト
３ ３ 　 増 設 階 段 の 手 摺
３ ４ ａ 　 エ レ ベ ー タ ー 前 室 の 手 摺
３ ４ ｂ 　 手 摺
３ ５ 　 エ レ ベ ー タ ー の 外 扉
３ ６ 　 エ レ ベ ー タ ー の 内 扉
３ ７ 　 ア ン カ ー ボ ル ト
３ ８ 　 階 段 室 梁
３ ９ 　 階 段 室 の 基 礎
４ ０ 　 エ レ ベ ー タ ー ピ ッ ト
４ １ 　 エ レ ベ ー タ ー シ ャ フ ト の 基 礎
４ ２ 　 エ レ ベ ー タ ー 前 室 の 外 側 の 手 摺
５ ０ 　 バ リ ア フ リ ー デ ッ キ １ ４ の 高 さ 調 整 治 具
５ １ 　 後 施 工 ア ン カ ー ナ ッ ト
５ ２ 　 Ｃ 型 鋼
５ ３ 　 間 詰 め モ ル タ ル
５ ４ 　 鋼 板
５ ５ 　 ボ ル ト
５ ６ 　 歩 行 面 板
５ ７ 　 手 摺
５ ８ 　 補 強 鋼 板
５ ９ 　 ジ ベ ル
６ ０ 　 ボ ル ト 、 ナ ッ ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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